
会   議   記  録 

 

会 議 名 称 平成２８年度 第１回文化財審議委員会 

開 催 日 時 平成２８年６月２４日（金）午後２時から午後３時３０分まで 

開 催 場 所 加古川市役所新館８階 教育委員室 

出 席 者 

 

＜委員＞ 

好崎委員長、茂渡副委員長、金子委員、西村委員、東野委員、藤原喜美 

子委員、藤原良夫委員 

＜事務局＞ 

教育指導部 谷池次長 

文化財調査研究センター 梶浦所長、宮本副所長、山中学芸員 

（李学芸員と平尾委員は閉会前のあいさつのみ） 

会 議 次 第 １ 開会 委員長あいさつ、教育指導部次長あいさつ 

２ 議事 

 (1) 平成２７年度文化財関係事業及び決算について（報告） 

 (2) 平成２８年度文化財関係事業及び予算について（報告） 

 (3) その他、指定文化財候補及び文化財行政に係る意見交換 

３ 閉会 副委員長あいさつ 

 

議事内容 

委員長あいさつ 

 

教育指導部次長 

あいさつ 

 

議事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 平成２７年度文化財関係事業及び決算について（報告） 

事務局から平成２７年度文化財関係事業及び平成２７年度決算に 

  ついて報告があった。特に意見はなかった。 

(2) 平成２８年度文化財関係事業及び予算について（報告） 

事務局から平成２８年度文化財関係事業及び平成２８年度予算に 

  ついて報告があった。 

① 文化財ニュース減額の理由について質問があり、昨年度までの入札 

の結果を反映したためと回答があった。 

② 文化財ニュースをホームページで掲載すべきという意見があり、可 

能な形式ですぐに掲載するという回答があった。 

(3) その他、指定文化財候補及び文化財行政に係る意見交換など 

① 市指定文化財に係る報告 

ア 平成２７年度加古川市指定文化財について 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｱ) 新しい市指定文化財として、文化財審議委員会から答申を受け 

た｢六地蔵石仏(神野町西之山町内会)｣及び｢四尊石仏(平荘町山 

角報恩寺)」を、平成２８年２月２５日の教育委員会会議で議決 

し指定したことの報告があった。 

   (ｲ) 市指定文化財のうち石棺材を転用して仏像を彫出した石仏で 

ある｢六尊石仏(平荘町小畑長楽寺)｣及び｢八尊石仏(八ツ仏)(平 

荘町小畑東町内会)｣の２件の板碑の種別について、文化財審議委 

員会で答申を受けたとおり、彫刻から考古資料に種別変更したこ

との報告があった。 

② 国指定文化財に係る報告 

ア 西条古墳群史跡整備事業について、平成２７年度の事業内容、４ 

月２２日の西条古墳群史跡整備委員会の内容、及び平成２８年度の 

事業計画について、事務局から説明と報告があった。 

③ 県指定文化財に係る報告 

  ア 鶴林寺が事業主体の県指定文化財｢鶴林寺三重塔｣及び｢鶴林寺仁 

王門｣に係る平成２７年度の防災設備整備事業について、放水銃設 

置及び消防ポンプ修理が完了したことについて、事務局から報告が 

あった。 

  イ 県指定文化財｢本岡家住宅｣に係る火災通報装置設置が完了した 

   ことについて、事務局から報告があった。 

④ 埋蔵文化財調査に係る報告 

  ア 平成２７年度の道路整備事業に伴う美乃利遺跡本発掘調査につ 

いて、事務局から現時点での調査結果の報告があった。 

イ 雁戸井地区ほ場整備に係る平成２７年度の確認調査の結果、及び 

平成２８年度の本発掘調査並びに確認調査の計画について、事務局 

から報告と説明があった。 

 ⑤ 指定候補についての意見交換について 

ア 金子委員と藤原良夫委員から、市指定文化財にすることが適当な 

石造品の推薦意見があり、事務局が所蔵者等に指定申請の意向があ 

るか確認すると回答があった。 

  イ 東野委員から、市内某所の近代建築が、市指定、或いは、国登録 

文化財に適しているのではないかとの話題提供があった。事務局か 

ら、この建物については、以前の国登録文化財の話があった時に、 

所有者の意向を確認した結果、指定・登録文化財となっていないこ 

との説明があった。 

⑥ その他、文化財に関する意見交換 

ア 金子委員と藤原良夫委員から、県指定文化財「石造宝塔（常楽寺）」 

 と県指定文化財「十一重塔（福田寺）」の基礎の格狭間の模様と大 

きさが一致していることが判明したという情報提供があった。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副委員長 

あいさつ 

 

イ 金子委員から、市内某所の近世・近代文書の保存等の状況が悪く、 

関係の研究者が相談等協力しているという情報提供があった。 

  ウ 金子委員から、市内某所の近代建築が、登録文化財候補として考 

えられるのではないかとの情報提供があった。 

  エ 茂渡副委員長から、鶴林寺宝物館で９月頃に、日頃、拝観する機 

会のない観音堂本尊、行者堂役行者像など、所蔵の仏像の展覧会を 

計画しているという情報提供があった。 

⑦ 委員に任期についての説明 

事務局が説明を行った後、１０月に継続せず退任予定の３名の委 

員からあいさつがあった。 

⑧ 今後の予定及び事務連絡等について 

市指定文化財の審議等、今年度の文化財審議委員会の予定につい 

て、事務局から説明があった。その他、事務局から、新採用職員の 

あいさつ、事務連絡等があった。 

 

 

 

 

 


